
項  目

区  分

１．農作物共済勘定

法定限度額

法定限度額

法定限度額

剰　余　金　処　分　案

繰 越 不 足 金 当 期 剰 余 金 未 処 分 剰 余 金

円 円 円

農 作 物 共 済 勘 定 － 23,379,387 23,379,387

家 畜 共 済 勘 定 － 0

果 樹 共 済 勘 定 － 2,408,526 2,408,526

畑 作 物 共 済 勘 定 － 97,219 97,219

園 芸 施 設 共 済 勘 定 － 47,407,347 47,407,347

任 意 共 済 勘 定 － 211,621,891 211,621,891

計 － 284,914,370 284,914,370

上記未処分剰余金を下記のとおり処分する。

　既積立金総額(繰越不足金）と、当期剰余金の合計額　4,950,568,019円を共済目的別の過不足累計額、水稲　3,809,096,409円（64.5789157877％）、
陸稲　44,008,574円（0.7461155322％）、麦　2,045,254,199円（34.6749686801％）により配分し、この配分額から既積立額を差し引いて得た共済目的別
当期剰余金を次のとおり積み立てる。

項 目 法 定 積 立 金 特 別 積 立 金
摘　　　　要

区 分 当　　　期 累　　　計 当　　　期 累　　　計
円 円 円 円 円

水　　　　稲 691,714,249 23,379,387 2,432,836,284 401,544,102

陸　　　　稲 5,441,721 35,929,166 0

麦 155,618,490 1,629,028,109 376,406,056

合　　　　計 0 852,774,460 23,379,387 4,097,793,559



２．家畜共済勘定

項  目

区  分

項  目

保険区分

法 定 積 立 金 特 別 積 立 金
摘　　　　要

当　　　期 累　　　計 当　　　期 累　　　計
円 円 円 円

家 畜 共 済 勘 定 949,944,249 663,828,579

３．果樹共済勘定

　既積立金総額（繰越不足金）と、当期剰余金の合計額　289,321,941円を果樹共済保険区分別の過不足累計額（不足分を除く）、りんご半相殺一般
38,381,348円（19.6943624399％）、りんご半相殺短縮　112,846円（0.0579039075％）、りんご半相殺特定危険　98,659,530円（50.6244997433％）、
りんご樹園地特定危険　121,818円（0.0625076494％）、ぶどう半相殺一般　2,957,772円（1.5177016134％）、ぶどう半相殺特定危険　7,874,785円
（4.0407353574％）、なし半相殺一般　17,508,396円（8.983965247％）、なし半相殺短縮　712,357円（0.3655269467％）、なし半相殺特定危険
28,556,096円（14.6527970954％）により配分し、この配分額から既積立額を差し引いて得た果樹共済保険区分別当期剰余金を次のとおり積み立てる。

法  定  積  立  金 特  別  積  立  金
摘　　要

当　　　期 累　　　計 当　　　期 累　　　計
円 円 円 円

りんご

半相殺一般 40,806,888 16,749,103

半相殺特定危険 1,152,118 80,151,633 1,152,117

半相殺短縮 15,173 37,308 15,172 123,641

60,563,667

樹園地特定危険 27,185 59,220 27,184 114,526

ぶどう
半相殺一般 2,237,792 2,134,399

半相殺特定危険 6,560,458 5,712,192

な　し

半相殺一般 13,922,796 11,103,362

全相殺品質 0

半相殺短縮 9,789 459,564 9,788 556,451

0

半相殺特定危険 24,055,027 23,973,914

合　　　　　計 1,204,265 168,290,686 1,204,261 121,031,255



項  目

共済保険区分

第一区分

第二区分

第三区分

第四区分

５．園芸施設共済勘定

項  目

区  分

６．任意共済勘定

項  目

区  分

４．畑作物共済勘定

　既積立金総額（繰越不足金）と、当期剰余金の合計額　1,765,461,215円を畑作物共済保険区分の過不足累計額(不足分を除く)、第一区分（大豆）
7,627,685円(0.4607186534％)、第二区分(春蚕繭)　618,505,111円、（37.3582340949％）、第三区分（初秋蚕繭）　320,822,001円（19.3779213833％）、
第四区分（晩秋蚕繭）　708,651,058円（42.8031258684％）により配分し、この配分額から既積立額を差し引いて得た畑作物共済保険区分別当期剰余金を
次のとおり積み立てる。

法  定  積  立  金 特  別  積  立  金
摘　　要

当　　　期 累　　　計 当　　　期 累　　　計
円 円 円 円

（大  豆） 0 6,126,507 0 1,233,439

（春蚕繭） 0 340,295,225 0 329,841,093

（初秋蚕繭） 48,610 155,253,006 48,609 151,100,407

（晩秋蚕繭） 0 395,835,856 0 385,775,682

合　　　　　計 48,610 897,510,594 48,609 867,950,621

法  定  積  立  金 特  別  積  立  金
摘　　要

当　　　期 累　　　計 当　　　期 累　　　計
円 円 円 円

園 芸 施 設 共 済 勘 定 23,703,674 595,858,970 23,703,673 909,807,210

法  定  積  立  金 特  別  積  立  金
摘　　要

当　　　期 累　　　計 当　　　期 累　　　計
円 円 円 円

任 意 共 済 勘 定 105,810,946 6,096,883,697 105,810,945 4,723,570,101
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